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は じめ に

本誌の 第4集 で金盛典夫 氏 は知床 半島の クマ送

り場 につ いて述 べ られ、 また 第5集 で も北大 の山

川氏 は、 これ をオ ロ ッコの遺跡mと され る報 文 を

書かれ てい るが、 この遺構 の 存在 は研究 者の報 告

以前 に、地 元の漁師 の人た ちは 〈骨塚 〉 とよんで

恐れか しこみ、近寄 らない ように して いた もの ら

しい。私 も昭和36年7月 に、 知床 岬遺跡調 査隊の

一員 として参加 した とき
、 は じめて この クマ送 り

場 をみたが、 それ以 前に、す でに帯広畜産 人:学の

学術調 査団が この遺構 に接 してお り、記録:映画 に

収め ていた こ とを後で知 った。私 は、 当時 所属 し

ていた学会の機 関誌 に、 その結果 を2回 にわた っ

て報告の したが 、注 目され るこ と もな く、 また、

ほ とん ど地元の 人た ちに も知 られ るこ とな しに、

とう とう20余 年の歳 月が過 ぎて しまった。その後

オホー ツク文化の担 い手 は誰で あったか、 をめ ぐ

り北 海道 新聞紙一ヒで2ヶ 月にわ たる論争が、加藤

晋'F、 菊池 俊彦、大 片晴 男、石 附喜 三男の 各氏 に

よって展 開 され、大 いに北海道 と樺 太あ るいは沿

海州 地 方 との関係 に注 目が集め られたの は、昭 和

54年 の こ とで あった。 この論争 とクマ送 り場 の遺

構 は、 直接 むすび つ くもので はないが、樺 太のオ

タスの 杜(も り)に 住んで いたニ クブ ンの 青年 た

ちが、北 海道の 知床 半島の 先端 附近 まで狩 猟 に来

ていた とい う事実 は、古代 文化の南一ドの事 実 と思

いあわせ て、何 とな く私の興 味 をひ くものが あっ

た。

また、 この遺構 をは じめ て学会 に報 告 した 者の

責任 として、地 元の 人たちにIE確 な情 報 を還元 し、

採 集 した資料 を地元の 博物 館 に寄贈 す るこ とが研

究 者の義務 であ る と感 じ、本稿 を まとめ るこ とと

した次 第であ る。

1ク マ送 り場の遺構

遺構 の ある場 所は、 当時 は無 名の湾 であ ったの

で、調査隊 では仮称 として、 ワシが岩上 に とまっ

てい る様 な形 の岩が湾 の入rlに 立 っていた ところ

か ら、「ワシ岩湾 」 と呼 んだ。同 名の岩がアブ ラ コ

湾 の東側 に もあ った とい うこ とは、 当時 は知 らな

か ったの であ る。(写 真1参 照)遺 構 の構 造 は金

盛 氏がす でに述べ られた通 りで、材料 はイチイ(

オ ンコ)を 利用 し、 これ を長 さ90cmか ら120cmほ

どの長 さに切 って、井 げた に組 んだ もの であ る。

組手の加 工に は、 ノ コや鈷の ような よ く切 れ る刃

物が使 われてお り、 海岸段一丘崖 の中腹 に突 出 した

露岩の ドにセ ッ トされて いた。一 見 して、 ア イヌ

のエペ レセ ツに類似 した ものであ るこ とは判 った

が、北海 道ア イヌの もの とは型式が ちが う様 に思

われ、 当時学芸大 学の教授 であ られ た河野広道博

」=に内報 して、 その所見 を乞 うた処、①樺 太ア イ

写真1.ワ シ岩 と岩 陰の遠 望
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写真2.ク マ送 り場を残 したニクブ ンの青年たち

(後列右は服部健博士)

ヌの イソチ ェイに似 て いる ② ヌササ ンを欠いた

例 は、北 海道の例 と して は聞 いた こ とがない ③

ア イヌの古式 に よるもので はない。 まだ未 知の稀

な例 であ るか ら、樺 太ア イヌ との関連 を洗 う必要

が あろ う、 との要 旨の手紙 をいただ いた。(昭 和

36年8月22日 付 、 河野広道:博十 書翰)私 は、 この

クマ送 り場が北海道 内では珍 しい樺 太の もの ら し

い事 に内心 は あや しみ、半分 は喜んで、 当時、オ

タスか ら網 走 に引 き揚 げて きていたニ クブ ン(ギ

リヤ ー ク)の シャーマ ンで ある中村 千代 さんの 自

宅 を訪 ねたので あった。

中村千代 さん は、 当時 まだ元 気で、駒 場12番 地

の 市営住宅 で1人 暮 しを して いた。早速 知床 の遺

構 につ いて尋ねてみ る と、千代 さんは 言下 に、 そ

れ はア イヌの もので はな く、ニ クブ ン(ギ リャー

ク)の もの であ ると説 明 し、 しか も、 それ を作 っ

た青年の 名前 も知 って いる一Lに、 その青 年た ちか

ら肉 をわ けて もらって 食べ た というの であ った。

ニ クブ ンの クマの骨倉 には、頭倉 と骨 倉 とが あ
　

り、頭 倉 は 「ジ ョクル シニ ョ」 と聞 こえ骨倉 は 「
　

ンガハ」 と言ってい るよ うに私 には聞 こえた。知

床 では、 これが ひ とつ になっていたの であ る。 い

わ ば、 伝統的 な形式か ら変化 した簡略形 式 と考え

て よいであ ろ う。(● 印は強 く発声する音ll分)

中村 さん は、 さ らに興味 あ る話 を教 えて くれた。

ニ クブ ンでは、 クマ の肉 を食べ る ときに、 男 女の

性 差で禁忌 が あ り、 女は決 してクマの頭の 肉は食

べ るこ とがで きない とされて いた。(3)しか し、中村

さん は 「う しろこ うべ の肉 は女の髪 だか ら、女 も

食べて よい」 と呪文 し、 「ほっぺ たの肉 は女の 耳

飾 りだ か ら女 も食べ て よい」 と、呪 文 を となえ、

神 のゆ る しを得て食べ た とい うの であ った。

この 中村 千代 さんの証 言で、サハ リンのニ クブ

ン青 年の 名前 を知 った私 は、更 にそれ をギ リヤ ー

ク研究の 第 一人者 と認 め られて いた服 部健博士 に

通報 して、 その意見 を乞 うたので あったが、 今度

は意外 に も服部 博十か ら、 この クマ送 り場 を残 し

たニ クブ ン青年 た ちの写真 があ る とい う情 報 を得

たのであ った。 それ は、昭 和16年 、 まだ太平洋戦

争 が始 まる前に、網走町 で撮 った もの であ る とい

う。

2.二.ク ブンの青 年 たち

服部 博士か ら送 られて きた 一一枚 の写真が こ こに

掲 げた もので あ る(写 真2参 照)。後 列の右 の ネク

タイ姿 の紳 士が、 当時の服部博Lで 、その左隣 り

は当時27才 の クム ン(日 本 名 ・上村 幸 一一二郎氏)、前

列の左 はゲ シュ クン(北 村 儀助氏25才)、 右が上村

春吉氏 で当時28才 であ った との こ とであ る。 この

.ヒ村 春占氏 の妹 が北村儀助 氏の 夫人にな って い る
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ので、両者は義兄弟であった。服部博士の手紙 に

よれば、上村春吉氏 と幸二郎氏は、昭和20年 の敗

戦時に、 ソ連軍に連行されて、今は行方不明とい

う。 もし健在ならば、年長の春吉氏 は多分72才 に

なられている筈であろう。写真をとった という網

走町の木村写真館は今 も営業 している。

っ た 。

3.ク マの遺骨について

遺構内のクマの骨は、骨片を一括 して網走郷土

博物館が保存 し、頭骨は復元が可能と判断 して私

が保管 した。採集当時、歯牙の1本 も見落さない

ように、構内は地山の土まで精査 したが、ついに

歯牙は1本 も見つけられなかった。 また、頭蓋骨

に付随 した筈の下顎骨 も存在 しなかった。

私が担当 した頭蓋骨の計測値は、すでに報告(4)

してあるが、最大頭蓋長は388mmで 中形の ヒグマ

に属する。 ヒグマ頭骨には性的二型があることが

知られているが、この頭骨は基底長(Basallength)

が337mmで あること、矢状稜(Sagittalcrest)の 発

達が良いことか ら雄 と判断される。 また、頭骨は

3つ に割れていたが、接合 してみると頭部の左側

が破損 していて孔になっていることが判明 した。

千歳市の美笛で、同様なヒグマの頭骨を検査 され

た道開拓記念館の門崎允昭農学博士の報告(5)によ

ると、性徴指標部位が残存 していた12例 の うち、

♂5個 体は全例が頭の左側に破孔が人為的に作 ら

れ、また♀7個 体は全例、右側に破孔が認め られ

て、他の性徴指標 と完全に一致 した由である。知

床半島のギ リヤーク遺構から採集 したこの雄の ヒ

グマ頭骨 も左側に破孔があ り、 ヒグマの頭骨に加

えられた儀i礼が、近年まで厳密に守 られていたこ

とを示す もの として興味深かい。

おわ りに

知床岬で、ニ クブ ンの骨倉 に出合 ってか ら、はや

24年 の歳 月が流 れた。永 ら く手許 において研究 の

進 展 をねが って きたが、 力の不足か らや っ と今 日

に至 って責 を果 す こ とが で きた様 に思 う。サハ リ

ンのオ タス と北 海道の知床 岬 とは、 は るか700km

以 上 をへだ ててい るが、 ニ クブ ンや ウイル タな ど

の サハ リン住民 た ちに とっては、狩猟 のテ リ トリ

ー内の距離で あ った よ うに思 われ る。 オ ホー ック

海 は、昔 は、 もっ と もっ と自由 に往来 で きたサハ

リン と北 海道 を結 ぶ経済 と文化の海上 ロー ドで あ

図1.遺 構から採集されたヒグマ頭骨
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